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本会議代表質問

市
民
が
主
人
公
の
市
政
を
求
め
て 

　
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
安
藤
議
員
が
質
問

別府2-22-22 
℡090-9254-7643

鳥飼野々3-24-3 
℡090-1919-3951

千里丘東3-13-8 
℡090-8573-4957

意見書案を提出
日本共産党から以下４件の意見書案を本議会に提出しました。 
意見書採択に向けた協議は３月25日の議会運営委員会協議会にて行われます。 

①高額療養費制度の限度額引き上げ撤回を求める意見書（案） 
②議員の国保逃れを許さず、公的医療保険制度の改善を求める意見書(案)  
③スパイ防止関連法制の法案策定をやめることを求める意見書(案)  
④えん罪被害者の速やかな救済を実現するための再審法改正を求める意見書(案) 

★
水
道
料
金
・
国
民
健
康
保
険
料
値
上
げ
や
め
よ 

★
中
学
校
全
員
給
食
・
給
食
費
無
償
化
、
市
民
の
声
実
る 

★
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
費
に
補
助
制
度
を 

★
Ｐ 

 
 

汚
染
対
策
を 

F
O
A

★
憲
法
・
平
和
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
守
れ 

（
そ
の
他
、
質
問
全
項
目
は
裏
面
に
掲
載
）

国連憲章違反の攻撃やめよ！摂津市議会で決議
ア
メ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
に
抗
議

し
、
即
時
中
止
を
求
め
る
決
議 

　 　
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
２
月 

日
、
イ
ラ
ン
に
対
す
る
大
規
模
な
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攻
撃
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
国
連
憲
章
と
国
際
法
を
乱
暴
に
蹂
躙
す

る
無
法
な
先
制
攻
撃
で
あ
り
、
断
固
抗
議
し
ま
す
。
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事

務
総
長
は
じ
め
、
世
界
中
か
ら
批
判
の
声
が
起
っ
て
お
り
ま
す
。
き
わ
め

て
重
大
な
こ
と
は
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
、
イ
ラ
ン
政
権
を
「
巨
大
な

テ
ロ
組
織
」
と
決
め
つ
け
、
「
大
規
模
か
つ
継
続
的
な
作
戦
」
を
実
施
す

る
、
「
イ
ラ
ン
の
海
軍
を
壊
滅
さ
せ
る
」
と
宣
言
し
、
イ
ラ
ン
国
民
に
対

し
て
「
自
分
た
ち
の
政
府
を
乗
っ
取
れ
」
と
し
て
、
体
制
転
覆
を
公
然
と

呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

　
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
武
力
に
よ
る
一
方
的
な
攻
撃

で
、
独
立
し
た
主
権
国
家
の
最
高
指
導
者
を
殺
害
す
る
権
利
は
、
ト
ラ
ン

プ
米
大
統
領
に
与
え
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
体
制
転
覆
を
目
的
と
し

て
、
「
大
規
模
か
つ
継
続
的
」
な
攻
撃
を
行
う
な
ら
ば
、
中
東
と
世
界
の

平
和
と
安
定
に
深
刻
な
打
撃
を
も
た
ら
す
こ
と
は
必
至
で
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
度
の
軍
事
攻
撃
に
よ
り
双
方
に
多
数
の
死
傷
者
が
出
て
お

り
、
罪
の
な
い
子
ど
も
を
含
む
多
く
の
市
民
が
犠
牲
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。 

　
イ
ラ
ン
に
よ
る
報
復
攻
撃
も
湾
岸
諸
国
に
拡
大
し
て
お
り
、
軍
事
的
な

エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
す
事
態
は
絶
対
に
阻
止
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

　
よ
っ
て
摂
津
市
議
会
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
・
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
に
対
し

抗
議
し
、
直
ち
に
攻
撃
を
中
止
し
、
交
渉
に
よ
る
平
和
的
解
決
に
立
ち
戻

る
よ
う
要
求
す
る
も
の
で
す
。 

以
上
、
決
議
す
る
。 

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第 

条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 
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令
和
８
年
３
月
５
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摂
津
市
議
会

３月５日



 
 

１
物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
市
政
運
営
に
つ
い
て 

　
①
物
価
高
騰
な
ど
経
済
動
向
と
市
民
生
活
へ
の
影
響
に
つ
い
て 

　
②
国
民
健
康
保
険
料
の
改
定
に
つ
い
て 

　
③
２
０
２
７
年
予
定
さ
れ
る
水
道
料
金
の 

％
値
上
げ
に
つ
い
て 
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２
市
民
が
主
役
の
行
財
政
運
営
に
つ
い
て 

　
①
行
政
経
営
戦
略
の
改
定
に
つ
い
て 

　
②
中
期
財
政
計
画
と
市
民
生
活
へ
の
影
響
に
つ
い
て 

３
住
民
自
治
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 

　
①
集
会
所
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
つ
い
て 

　
②
情
報
公
開
、
市
民
参
画
の
取
組
に
つ
い
て 

４
子
育
て
・
教
育
の
充
実
に
つ
い
て 

　
①
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て 

　
②
待
機
児
童
解
消
と
一
時
保
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て 

　
③
教
職
員
を
増
や
し
安
心
の
教
育
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

　
④
鳥
飼
地
域
の
学
校
統
合
に
つ
い
て 

　
⑤
中
学
校
全
員
給
食
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て 

　
⑥
不
登
校
対
策
に
つ
い
て 

５
高
齢
者
の
尊
厳
、
く
ら
し
を
守
る
施
策
の
充
実
に
つ
い
て 

　
①
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
費
補
助
制
度
の
創
設
に
つ
い
て 

　
②
介
護
施
策
に
つ
い
て 

　
③
低
所
得
者
の
く
ら
し
を
支
援
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

６
中
小
零
細
事
業
者
の
支
援
に
つ
い
て 

　
①
企
業
立
地
等
促
進
事
業
に
つ
い
て 

　
②
中
小
企
業
憲
章
、
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
に
基
づ
く
支
援
策
に
つ
い
て 

７
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 

　
①
地
域
防
災
力
の
向
上
と
避
難
所
整
備
に
つ
い
て 

　
②
地
域
公
共
交
通
計
画
の
具
体
化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て 

　
③
水
道
の
施
設
更
新
と
費
用
負
担
に
つ
い
て 

　
④
鳥
飼
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 

　
⑤
千
里
丘
駅
周
辺
の
再
開
発
に
つ
い
て 

　
⑥
Ｐ 

 
 

汚
染
対
策
に
つ
い
て 

F
O
A

８
憲
法
を
守
り
人
間
を
尊
重
す
る
平
和
都
市
と
し
て
の
取
組
に
つ
い
て 

　
①
憲
法
の
遵
守
義
務
に
つ
い
て 

　
②
非
核
・
平
和
施
策
に
つ
い
て 

　
③
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
多
様
性
を
尊
重
す
る
取
組
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
会
派
（
安
藤
か
お
る
議
員
）
の
代
表
質
問
全
項
目


